
                 地域密着型金融の取組事例 2012 年 1 1 月 

担い手育成支援資金の対応（京都府）ＪＡバンク京都信連 

 

地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 担い手育成支援資金の対応  ＪＡ名 ＪＡバンク京都信連（京都府） 

１ 動機 

（経緯） 

京都府の農業資源を守る農業の担い手を支援するため、担い手の事業に必要な

資金を融通することを目的としています。 

 

 

２ 概要 担い手育成支援資金の概要 

対 象 者 

下記(1)～（4）等の京都府内の農業の担い手で、かつＪＡ

の組合員 

(1)認定農業者 (2)集落営農組織 (3)農業法人 

 (4) ＪＡ出資法人 

資 金 使 途 
農業生産および農産物の加工・流通・販売等に関する運転

資金・設備資金等の事業資金（負債整理資金は除く） 

貸 出 限 度 額 
① 個人 500 万円以内 

② 集落営農組織・農業法人等 2,000 万円以内 

期 間 
① 運転資金 3 年以内（据置期間なし） 

② 設備資金 10 年以内（据置期間 3年以内） 

貸 出 金 利 貸出期間に応じ所定の金利（固定金利） 

保 証 ・ 担 保 
原則、京都府農業信用基金協会の保証を付保。また、必要

に応じ不動産担保、連帯保証人を徴求。 

 

 

３ 成果 

（効果） 

平成２４年３月末実績（残高） 

件数 ３件 

金額 １３，９４９千円 

 

４ 今後の

予定（課題） 

今後も農業メインバンクとして、地域農業を支える担い手をＪＡとともにサポー

ト・支援していきます。 

 

 

 

 


